
水稲生育調節剤 (登熟向上剤 )の 実用化

/                             (農
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1・ 背景 とね らい

水稲生産技術 において、 収最構成要素の うち、穂数 (籾数 )の 確保は栽培技術の中でコ

ン トロールでき易い。 しか し、 登熟歩合及び粒重の人為的コン トロールは難 しく、 気象条

件に左右される。 従 って、 気象条件の不安定な地帯において、 化学物賞の利用 も含め、 登

熱歩合をコン トロールする技術が必要であると考えられてきた。

これ まで供試 してきた薬剤の うち、 いもち病防除剤あるいは、 商鎖の向_ 1 1・育前陣祥 1司

避の楽剤 として利用 されてきたィップロチオラン粒剤 (フジワン粒剤 )は 、 登熟期の不良

気象条件 下において、 登熟向上にも効果を発押することが確認で きたので、 I F l薬斉1の使用

法 について指導上の参考に供する。

2 .技 術内容

1 ) 薬剤 名

商品名 フ ジワン粒剤

種類名 イ ソプロチオラン粒剤

成 分  シ
や
イツ73ロヒ

|ルー1,3-シ
!チ

オランー2-イリテ
｀
ンマロネキ

薄 性  普 通物 ・B類

2)特    性

イソプロチオラン粒剤を処理すると、 前の場合 と同様 に新根の発生が促進 され ると

共 にt水 稲根の老化 (リ グエ ン形成 )Hl筈 に作用する。 これ らの作用が殺熟期の イネ

の活性を高め、 登熟向上効果を促進する。

また、従来 より穂いもち防除に使用 されてきた薬剤であ り、 かつ、 いもち防除 と撤

布時期がほぼ同時期であるため、登熟向上のために散布するとしても、 重複散布の必

要がない。

3)使 用方法

使用時期 は出穂前 10～20日、 3cm以上の濯水状態 に して、 10a当り 4kgを 均 一に散布

する。

水溶解度 は 「難 」であるが、 散布f塗少な くとも 3～ 4日間は湛水状態を保ち、 水の

移動を避ける。

4)使 用基準

作物名 使用 目的 使用時期 使用口1数 使用量 使用 方法

水  稲 登熱向 _と 出穂 1 0～2 0前 1回 4 kg/1oa

水深 3 c m 以上の

湛水状態で背文布

する。
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3 .指 導上の留意事項

1)本 押|は通常の生育状態、気象条件では登熟向上効果は大きくないので、穂いもちめ

防除と併用することが望ましい。

2)処 : 1 4左、低温に避遇すると薬効成分の吸収が村!制され、効果が劣る場合がある。

3)排 水不良田などでの効果は高いが、本剤のみに頼る事なく、 中千しやその他の排水

対策と併丹1することが大り)である。

4.試 験成績

1)軸 粘寓上嫌における効果 (昭63.花巻市鍋倉、品稲;サにシキ)
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2)不 良気努t条件 ドでの効果 (平元、農試本場、辞:純:あきたこまち)
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